
令和６年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                     岐阜県立岐阜本巣特別支援学校  

 

自己評価 

学校教育目標 ・夢の実現に向け、自ら学び自ら考え、生き生きと豊かに表現できる児童生

徒の育成 

・自他を尊重し、学校や地域で生き生きと生活できる児童生徒の育成 

・運動に親しみ、心身ともに健康で、明るく元気な児童生徒の育成 

 

評価する領域・分野 教育活動・学習指導：渉外（※番号は学校評価のアンケート項目） 

５：学校の教育方針や指導の内容をホームページや通信を通して保護者（地域）へ分かり

やすく伝えている。 

６：学校は、児童生徒の様子などについて、保護者への連絡や意思疎通を積極的に行なっ

ている。 

現状及びアンケート 

の結果分析等 

・２項目とも９割の高評価を得ている。 

・特に項目６については、９７％ととても高い評価を得ている。ＰＴＡから

積極的に発信があり、ＰＴＡだよりが年間５回発行され、その内容も充実

していたことも要因の一つと考えられる。 

今年度の具体的かつ 

明確な重点目標 

(1)ＰＴＡ活動全般の企画・運営が円滑に行われるよう、学校と保護者の連

携を密にとり相互理解を深める。 

(2)ＰＴＡ会員相互の連携、親交が深まるよう役員と連携を取り、活動の工

夫をする。 

(3)同窓会会員相互の連携を深めるよう、 同窓会の活動を支援する。 

(4)地域、関係諸団体及び関係諸機関との連携を図り、行事でのボランティ

ア活用をスムーズに進める。 

重点目標を達成する 

ための校内組織体制と

具体的取組 

・業務ごとに担当職員を置き、職員間の連携だけでなく役員や保護者と連絡

を取りながら活動を推進する。 

・ＰＴＡや同窓会で実施する事業についてＰＴＡだよりや学校ホームページ

で広く周知する。 

達成度の判断・判定 

基準あるいは指標 

(1)ＰＴＡ活動全般の企画・運営が円滑に行われたか。 

(2)ＰＴＡ会員相互の連携、親交が深まるような活動を役員と工夫できたか。 

(3)同窓会会員相互の連携を深める同窓会運営の支援ができたか。 

(4)関係諸機関と連携し、行事での外部ボランティアの活用ができたか。 

評価の視点 評価 

① 円滑なＰＴＡ活動全般の企画・運営 

② 会員相互の連携、親交が深まるような活動の実施 

③ 同窓会運営の支援 

④ 外部ボランティアの活用 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

取組状況・実践内容の成果と課題（〇成果・▲課題） 総合評価 

○ＰＴＡ活動においては、連携を取りながら進めることができた。 

○役員と活動内容を相談し、会員同士が話をしたり一緒に作業をしたりする機会を

増やすことができた。 

○役員会で同窓会役員、後援会役員が打ち合わせを行い、当日スムーズに同窓会が

開催できるように支援することができた。 

○ボランティアの募集について関係のある大学等に案内を送り募集した結果、学校

祭では４名の参加希望があった。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

学校番号 １０５ 



▲任意加入等含めたＰＴＡ改革については、来年度も引き続き、役員とともに具体

的に取り組む必要がある。 

来年度に向けての 

改善方策案 

・あまり負担感なく、ＰＴＡ会員が親交を深められるような活動を継続し、

活動内容の周知や活動を進める。 

・同窓会入会時に、同窓会の活動内容等の周知を行うことで、役員会や、同

窓会の運営がスムーズに進むようにする。 

・ボランティアの募集先、周知方法を再検討し、周知を進める。 

 

学校関係者評価 （令和７年２月２７日実施） 

意見・要望・評価等 

・本校は特別支援学校ということからか、ＰＴＡの活動が活発であり、よい。 

・ＰＴＡだよりの発行は、いろいろな活動内容や報告などが、具体的な保護者の感想や声とともに記

載されており、わかりやすくてよい。 

・来年度も活動に参加したくなるという視点から、ＰＴＡ改革をすすめたい。 

 


